
福井県教育委員会 校訓

人権教育の推進 学校DX化推進

学校経営方針

１教育課程・学習支援
（共通項目）

２ 研究・研修
（独自項目）

３ 情報管理
（独自項目）

４ 寄宿舎
（独自項目）

５ 児童生徒支援
（共通項目）

６ 保健・安全管理
（独自項目）

７ 進路支援
（共通項目）

８ ＰＴＡ・交流
（独自項目）

９ 教育相談
（独自項目）

教務部 図書･研究部 情報管理部 舎務部 生活支援部 保健安全部 進路支援部 庶務交流部 教育相談部

　

令和６年度 福井県立嶺南東特別支援学校 スクールプラン

　
目指す学校像

 学校教育目標

〇幼児児童生徒の実態を
多方面から把握し、支援
目標や内容を適切に設定
して個に応じた支援を連
携して行う。
【目標】個別の教育支援
計画目標達成指数90％以
上

〇地域における特別支援
教育のセンター的機能の
充実を図るため、ニーズ
を聞き取り、困り感に寄
り添った支援を行う。
【目標】巡回相談満足度
指数90％以上

　

重
点
目
標

家庭や地域社会とのつながり
（進路支援，ＰＴＡ・交流）

今年度、本校で開催され
る福井県特別支援学校教
育研究会が意義のある大
会になるよう、研究内容
の充実に努める。

学習指導要領等に基づき
教育課程を編成し、指導
計画（授業計画、個別の
指導計画）を作成する。
個のニーズに応じた指導
を実践し、評価、改善を
しながら学校教育目標の
実現を目指す。

キャリア教育の推進を図
り、幼児児童生徒の社会
への円滑な移行を実現す
る。

○幼児児童生徒の健康で
安全な生活の維持・向上
に努める。
○教職員および幼児児童
生徒の危機対応能力の向
上を図り、安全な生活を
送ることができる環境を
整える。

○セキュリティ対策を進
め、教職員や保護者・児
童生徒の意識向上を図
る｡
○設備や情報資産を活用
するとともに、授業にタ
ブレットなどの情報機器
の活用を図る。

安心・安全な生活
（児童生徒支援，保健・安全管理）

学び
（教育課程・学習支援，生活学習）

具
体
的
な
取
組

〇研究テーマ「子ども一
人一人が主体的・対話的
で深い学びを実現する授
業・活動づくり」につい
て、幼児児童生徒の学び
を読み取りながら授業・
活動をどうデザインする
かを学部内や授業研究会
で話し合い、実践する。
【目標】取組成果指数
80％以上

○学校行事を通してやり
がいや楽しみ、挑戦する
気持ちを育てる。
【目標】いきいき・やり
がい指数90％以上

○幼児児童生徒の状況を
丁寧に把握し、保護者と
の情報交換を密にするこ
とで、家庭と学校で連携
して子どもの成長・発達
を促す。
【目標】安心・連携指数
90％以上

○「学びの地図」を活用
し、学習指導要領のねら
いに即した３つの観点に
沿って指導計画を立て、
実践、評価する。
【目標】指導計画作成・
達成指数80％以上

○幼児児童生徒の成長や
課題を適切に評価し、そ
の情報を教師間で共有す
ることに努める。保護者
会の在り方を工夫し、保
護者に学びに向かう姿や
成長、課題をより分かり
やすく伝える。
【目標】保護者の教育活
動満足度指数80％以上

〇幼児児童生徒の卒業後
を見据え、各事業所から
聞き取った「今から取り
組んでほしいことや身に
つけてほしい力」を活用
する。
【目標】卒業後を見据え
た支援満足度指数80％以
上

〇小学部段階から将来の
生活へ関心・意欲が高ま
るような進路に関する情
報提供を行う。
【目標】情報提供満足度
指数80％以上

○場面や状況に応じた感
染症対策が適切に行われ
るよう幼児児童生徒の衛
生指導に取り組み、感染
防止に努める。
【目標】感染症対策充実
度指数80％以上

○安全点検や避難訓練、
防災・防犯研修等を通し
て危機管理に対する意識
を高め、より安全な生活
を送ることができる環境
を整える。
【目標】環境整備充実度
指数80％以上

○主に個人情報の取り扱
いやインターネット・
SNSなどの危険性につい
て、教職員や児童生徒に
対する研修を進め、保護
者への情報提供を図る。
【目標】情報セキュリ
ティ遵守指数100％

○幼児児童生徒の興味・
関心に繋がるアプリや、
障がい・特性に応じた周
辺機器などを活用して充
実した授業づくりを図
る。また、授業にタブ
レットなどの情報機器を
取り入れるとともに、そ
の取り組み状況を発信す
る。
【目標】授業・校務等へ
の活用指数80％以上

〇会員同士が親交を深め
られる充実したPTA活動
を推進する
〇様々な交流及び共同学
習の機会において、より
有意義な交流活動を推進
する。

〇幼児児童生徒がいきい
きと個に応じた生活がで
きるよう、家庭や校内、
関係機関と連携を密に
し、より効果的な支援を
行う。

○幼児児童生徒がいきい
きと活動できる場を設定
すると共に、幼児児童生
徒が安心して生活し学ぶ
ことができる環境をつく
る。

〇規則正しい生活を通し
て基本的生活習慣の確立
を図り、集団生活の中で
自主・自立の心を育て
る。
〇一人一人が願いを実現
するために、自ら考え行
動する力を育成する。

〇寄宿舎生が主体的に生
活できる環境を整え、
個々の発達段階に応じて
将来に繋がる生活スキル
を身に付ける支援を行
う。
【目標】生活スキル向上
満足度指数90％

〇保護者や学校と共通理
解を図り、将来に繋がる
支援を目指す。
【目標】寄宿舎生保護者
の満足度指数90％

〇社会の状況を考慮しつ
つ、幼児児童生徒の特性
や保護者のニーズに合っ
た、参加しやすいPTA行
事の充実を図る。
【目標】保護者のＰＴＡ
活動満足度指数80％以上

〇居住地校交流や学校間
交流において間接交流を
含めた実施方法の工夫を
し、有意義な交流活動を
行う。
【目標】幼児児童生徒の
交流及び共同学習満足度
指数80％以上

「一人一人の個性が輝く、

ふくいの未来を担う人づくり」

「学 び」 ○ 個別・最適な学びの提供 （一人一人の実態に応じた将来の自立・社会参加を目指す丁寧な支援）

○ キャリア教育の充実 （幼稚部・小学部・中学部・高等部にわたる継続性と一貫性のある支援）

○ 地域資源の活用 （地域の施設や人材を活用し、地域社会の中で体験し学ぶことができる支援）

○ 学舎連携での学びの創出 （寄宿舎での生活体験により基本的生活習慣の確立と社会性の獲得を目指す支援）

「安心・安全」 ○ 危機管理体制の強化 （災害対策・不審者対策・感染症対策・いじめの未然防止・不登校対策）

「 連 携」 ○ インクルーシブ教育の推進 （学校間・居住地校との「交流及び共同学習」の充実）

○ 関係機関との連携強化 （家庭・医療・福祉・保健・労働・教育等の関係機関の協力による支援）

○幼児児童生徒一人一人に「助け合い、

みんな仲良く」の心情を育てる。

○他者への思いやりと寛容さを育み、

いじめ防止に努める。

自己の力を最大限に伸ばし、いきいきとして、心豊かに、たくまし

く生きていく人を育成する。

みんな“ていねい”に生きる学校

○幼児児童生徒が一時一時を大切に生き、その持てる力を高められる学校

○教職員がやりがいを感じて職務に取り組み、学び合いで成長できる職場

○保護者にとって、子どもの教育的ニーズへの対応で連携協力するパートナー

○地域住民だれもが尊重され、豊かに過ごせる社会を目指す情報発信センター

かがやき 豊かに たくましく

「教育活動」における取組

○授業でのタブレット活用事例の集積と活用

○居住地・学校間交流でのオンライン活用

○幼児児童生徒作品のデジタルライブラリー化

「業務改善」における取組

○デジタル化・ペーパーレス化推進

学校－保護者間、教職員間、分掌部内

○職員会議、部署会議などのオンライン化

○各部署の工夫により業務を効率化し、時間外

勤務月45時間以内を目指す


